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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成16年６月30日に提出いたしました第37期（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

注記事項 

（セグメント情報） 

事業の種類別セグメント情報 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は 線で示しております。 

  

 



第一部【企業情報】 
  

第５【経理の状況】 
  

１【連結財務諸表等】 

(1）【連結財務諸表】 

注記事項 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

前連結会計年度（自平成14年４月１日 至平成15年３月31日） 

（訂正前） 

＜表省略＞ 

 （注）１．事業区分の方法……事業区分は販売方法、商品及び役務の種類・性質等を勘案して分類しております。 

２．各区分に属する主要な商品の名称 

(1）卸売事業……食料品および雑貨 

(2）小売事業……食料品および雑貨 

(3）その他……商業施設用地開発事業・小売業に対する経営指導 

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、1,508,090千円であります。その主なものは

親会社の本社管理部門に係る費用であります。 

４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、5,975,756千円であり、その主なものは、親会社での余資

運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

５．減価償却費及び資本的支出には、ソフトウェアおよび長期前払費用とその償却額が含まれております。 

  

（訂正後） 

＜表省略＞ 

 （注）１．事業区分の方法……事業区分は販売方法、商品及び役務の種類・性質等を勘案して分類しております。 

２．各区分に属する主要な商品の名称 

(1）卸売事業……食料品および雑貨 

(2）小売事業……食料品および雑貨 

(3）その他……商業施設用地開発事業・小売業に対する経営指導・不動産賃貸など 

３．卸売事業から小売事業への商品販売について、売上高は連結上相殺消去されておりますが、そこで発生する利益につい

ては、卸売事業に計上されております。 

４．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、1,508,090千円であります。その主なものは

親会社の本社管理部門に係る費用であります。 

５．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、5,975,756千円であり、その主なものは、親会社での余資

運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

６．減価償却費及び資本的支出には、ソフトウェアおよび長期前払費用とその償却額が含まれております。 

  

 



当連結会計年度（自平成15年４月１日 至平成16年３月31日） 

（訂正前） 

＜表省略＞ 

 （注）１．事業区分の方法……事業区分は販売方法、商品及び役務の種類・性質等を勘案して分類しております。 

２．各区分に属する主要な商品の名称 

(1）卸売事業……食料品および雑貨 

(2）小売事業……食料品および雑貨 

(3）その他……商業施設用地開発事業・小売業に対する経営指導 

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、680,436千円であります。その主なものは親

会社の本社管理部門に係る費用であります。 

４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、6,800,663千円であり、その主なものは、親会社での余資

運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

５．減価償却費及び資本的支出には、ソフトウェアおよび長期前払費用とその償却額が含まれております。 

６．セグメント区分の変更 

＜後略＞ 

  

（訂正後） 

＜表省略＞ 

 （注）１．事業区分の方法……事業区分は販売方法、商品及び役務の種類・性質等を勘案して分類しております。 

２．各区分に属する主要な商品の名称 

(1）卸売事業……食料品および雑貨 

(2）小売事業……食料品および雑貨 

(3）その他……商業施設用地開発事業・不動産賃貸など 

３．卸売事業から小売事業への商品販売について、売上高は連結上相殺消去されておりますが、そこで発生する利益につい

ては、卸売事業に計上されております。 

４．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、680,436千円であります。その主なものは親

会社の本社管理部門に係る費用であります。 

５．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、6,800,663千円であり、その主なものは、親会社での余資

運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。 

６．減価償却費及び資本的支出には、ソフトウェアおよび長期前払費用とその償却額が含まれております。 

７．セグメント区分の変更 

＜後略＞ 
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